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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月1日(2020.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　参照ピクチャリストを生成する方法であって、
　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）から参照ピクチャの一時的順序付けリストを生成する
ステップであって、当該一時的順序付けリストは、
　　前記ＤＰＢにあって、現在復号されている現在のピクチャに対する参照ピクチャであ
って、前記現在のピクチャよりも時間的に前にあるものが、前記現在のピクチャからの時
間的距離によって順に列記された、参照ピクチャ、
　　次いで前記ＤＰＢにあって、前記現在のピクチャに対する参照ピクチャであって、前
記現在のピクチャよりも時間的に後にあるものが、前記現在のピクチャからの時間的距離
によって順に列記された、参照ピクチャ、
　　次いで前記ＤＰＢにあって、前記現在のピクチャに対する長期参照ピクチャ
　が順序付けられている、ステップと、
　参照ピクチャの前記一時的順序付けリストから参照ピクチャを選択することによって参
照ピクチャリストを生成するステップであって、前記参照ピクチャリストが変更されたリ
ストとなることになるとき、前記参照ピクチャリストの中における各々のエントリに対し
て、少なくとも、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストへのインデックスを読み取り
、および、前記参照ピクチャリストの中における前記エントリに対して、参照ピクチャの
前記一時的順序付けリストから前記インデックスによって識別された参照ピクチャを選択
することによって、前記参照ピクチャリストを生成する、ステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記参照ピクチャリストが前記変更されたリストとなるかどうかを示しているデータを
読み取るステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記参照ピクチャリストが前記変更されたリストとなることにならないとき、前記参照
ピクチャリストを生成する前記ステップは、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストか
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ら、第１の規定された数のエントリまで順番にエントリを取得することを含むことを特徴
とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記インデックスは、ゼロから前記ＤＰＢにおけるピクチャの数までの範囲にあること
を特徴とする請求項１乃至３いずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記インデックスは、構文要素ref_pic_set_idxによって規定されることを特徴とする
請求項１乃至３いずれかに記載の方法。
【請求項６】
　構文要素ref_pic_list_modification_flag_l0を読み込むステップであって、前記構文
要素ref_pic_list_modification_flag_l0は、前記構文要素ref_pic_set_idxが前記参照ピ
クチャリストを生成するのに使用するため存在していることを示す第１の値に等しく、前
記構文要素ref_pic_list_modification_flag_l0は、前記構文要素ref_pic_set_idxが前記
参照ピクチャリストを生成するのに使用するため存在していないことを示す第２の値に等
しいことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記構文要素ref_pic_set_idxが存在しない場合、前記インデックスはゼロに設定され
ることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記長期参照ピクチャは、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストにおいて、それら
の長期参照ピクチャが前記ＤＰＢに格納されている順序で列記されることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ビデオデコーダ装置であって、
　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）から参照ピクチャの一時的順序付けリストを生成する
よう構成されたプロセッサであって、当該一時的順序付けリストは、
　　前記ＤＰＢにあって、現在復号されている現在のピクチャに対する参照ピクチャであ
って、前記現在のピクチャよりも時間的に前にあるものが、前記現在のピクチャからの時
間的距離によって順に列記された、参照ピクチャ、
　　次いで前記ＤＰＢにあって、前記現在のピクチャに対する参照ピクチャであって、前
記現在のピクチャよりも時間的に後にあるものが、前記現在のピクチャからの時間的距離
によって順に列記された、参照ピクチャ、
　　次いで前記ＤＰＢにあって、前記現在のピクチャに対する長期参照ピクチャ
　が順序付けられている、プロセッサと、
　参照ピクチャの前記一時的順序付けリストから参照ピクチャを選択することによって参
照ピクチャリストを生成するようさらに構成された前記プロセッサであって、前記参照ピ
クチャリストが変更されたリストとなることになるとき、前記参照ピクチャリストの中に
おける各々のエントリに対して、少なくとも、参照ピクチャの前記一時的順序付けリスト
へのインデックスを読み取り、および、前記参照ピクチャリストの中における前記エント
リに対して、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストから前記インデックスによって識
別された参照ピクチャを選択することによって、前記参照ピクチャリストを生成する、前
記プロセッサと
　を備えたビデオデコーダ装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、前記参照ピクチャリストが前記変更されたリストとなるかどうかを
示しているデータを読み取るようさらに構成されたことを特徴とする請求項９に記載のビ
デオデコーダ装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、前記参照ピクチャリストが前記変更されたリストとなることになら
ないとき、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストから、第１の規定された数のエント
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リまで順番にエントリを取得することによって前記参照ピクチャリストを生成するようさ
らに構成されたことを特徴とする請求項１０に記載のビデオデコーダ装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、構文要素ref_pic_list_modification_flag_l0を読み込むことによ
って、前記参照ピクチャリストが前記変更されたリストとなるかどうかを決定するようさ
らに構成されたことを特徴とする請求項１０に記載のビデオデコーダ装置。
【請求項１３】
　前記インデックスは、ゼロから前記ＤＰＢにおけるピクチャの数までの範囲にあること
を特徴とする請求項９乃至１２いずれかに記載のビデオデコーダ装置。
【請求項１４】
　前記インデックスは、構文要素ref_pic_set_idxによって規定されることを特徴とする
請求項９乃至１１いずれかに記載のビデオデコーダ装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、構文要素ref_pic_list_modification_flag_l0を読み込むようさら
に構成され、前記構文要素ref_pic_list_modification_flag_l0は、前記構文要素ref_pic
_set_idxが前記参照ピクチャリストを生成するのに使用するため存在していることを示す
第１の値に等しく、前記構文要素ref_pic_list_modification_flag_l0は、前記構文要素r
ef_pic_set_idxが前記参照ピクチャリストを生成するのに使用するため存在していないこ
とを示す第２の値に等しいことを特徴とする請求項１４に記載のビデオデコーダ装置。
【請求項１６】
　前記参照ピクチャリストに関連して前記構文要素ref_pic_set_idxが存在しない場合、
前記インデックスはゼロに設定されることを特徴とする請求項１４に記載のビデオデコー
ダ装置。
【請求項１７】
　前記長期参照ピクチャは、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストにおいて、それら
の長期参照ピクチャが前記ＤＰＢに格納されている順序で列記されることを特徴とする請
求項１４に記載のビデオデコーダ装置。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、
　前記ＤＰＢから参照ピクチャの第２の一時的順序付けリストを生成し、
　第２の参照ピクチャリストを生成するようさらに構成され、前記第２の参照ピクチャリ
ストは第２の変更されたリストとなることになり、前記第２の参照ピクチャリストの中に
おける各々のエントリに対して、少なくとも、参照ピクチャの前記第２の一時的順序付け
リストへの第２のインデックスを読み取り、および、前記第２の参照ピクチャリストの中
における前記エントリに対して、参照ピクチャの前記第２の一時的順序付けリストから前
記第２のインデックスによって識別された参照ピクチャを選択することによって、前記第
２の参照ピクチャリストを生成することを特徴とする請求項９乃至１２いずれかに記載の
ビデオデコーダ装置。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記第２の参照ピクチャリストが前記第２の変更されたリストとな
るかどうかを示しているデータを読み取るようさらに構成されたことを特徴とする請求項
１８に記載のビデオデコーダ装置。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記第２の参照ピクチャリストが前記第２の変更されたリストとな
ることにならないとき、参照ピクチャの前記第２の一時的順序付けリストから、第２の規
定された数のエントリまで順番にエントリを取得することによって前記第２の参照ピクチ
ャリストを生成するようさらに構成されたことを特徴とする請求項１９に記載のビデオデ
コーダ装置。
【請求項２１】
　前記プロセッサは、構文要素ref_pic_list_modification_flag_l1を読み込むことによ
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って、前記第２の参照ピクチャリストが前記第２の変更されたリストとなるかどうかを決
定するようさらに構成されたことを特徴とする請求項１９に記載のビデオデコーダ装置。
【請求項２２】
　前記第２のインデックスは、ゼロから前記ＤＰＢにおけるピクチャの数までの範囲にあ
ることを特徴とする請求項１８に記載のビデオデコーダ装置。
【請求項２３】
　前記第２のインデックスは、構文要素ref_pic_set_idxによって規定されることを特徴
とする請求項１８に記載のビデオデコーダ装置。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、構文要素ref_pic_list_modification_flag_l1を読み込むようさら
に構成され、前記構文要素ref_pic_list_modification_flag_l1は、前記構文要素ref_pic
_set_idxが前記第２の参照ピクチャリストを生成するのに使用するため存在していること
を示す第１の値に等しく、前記構文要素ref_pic_list_modification_flag_l1は、前記構
文要素ref_pic_set_idxが前記第２の参照ピクチャリストを生成するのに使用するため存
在していないことを示す第２の値に等しいことを特徴とする請求項２３に記載のビデオデ
コーダ装置。
【請求項２５】
　前記第２の参照ピクチャリストに関連して前記構文要素ref_pic_set_idxが存在しない
場合、前記第２のインデックスはゼロに設定されることを特徴とする請求項２３に記載の
ビデオデコーダ装置。
【請求項２６】
　前記長期参照ピクチャは、参照ピクチャの前記第２の一時的順序付けリストにおいて、
それらの長期参照ピクチャが前記ＤＰＢに格納されている順序で列記されることを特徴と
する請求項１８に記載のビデオデコーダ装置。
【請求項２７】
　参照ピクチャリストを生成する方法であって、
　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）から参照ピクチャの一時的順序付けリストを生成する
ステップであって、当該一時的順序付けリストは、
　　前記ＤＰＢにあって、現在符号化されている現在のピクチャに対する参照ピクチャで
あって、前記現在のピクチャよりも時間的に前にあるものが、前記現在のピクチャからの
時間的距離によって順に列記された、参照ピクチャ、
　　次いで前記ＤＰＢにあって、前記現在のピクチャに対する参照ピクチャであって、前
記現在のピクチャよりも時間的に後にあるものが、前記現在のピクチャからの時間的距離
によって順に列記された、参照ピクチャ、
　　次いで前記ＤＰＢにあって、前記現在のピクチャに対する長期参照ピクチャ
　が順序付けられている、ステップと、
　参照ピクチャの前記一時的順序付けリストから参照ピクチャを選択することによって参
照ピクチャリストを生成し、前記参照ピクチャリストが変更されたリストとなることにな
るとき、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストへのインデックスを生成し、および、
前記インデックスをビットストリームへ符号化するステップであって、前記インデックス
は、参照ピクチャの前記一時的順序付けリスト内で前記選択された参照ピクチャを特定す
ることを特徴とする方法。
【請求項２８】
　前記参照ピクチャリストが前記変更されたリストとなることにならないとき、前記参照
ピクチャリストを生成するステップは、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストから、
第１の規定された数のエントリまで順番にエントリを取得することを含むことを特徴とす
る請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記インデックスは、ゼロから前記ＤＰＢにおけるピクチャの数までの範囲にあること
を特徴とする請求項２７または２８に記載の方法。
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【請求項３０】
　前記インデックスは、第１の構文要素によって規定されることを特徴とする請求項２７
または２８に記載の方法。
【請求項３１】
　第２の構文要素を符号化するステップをさらに備え、
　前記第２の構文要素は、前記第１の構文要素が前記参照ピクチャリストを生成するのに
使用するため存在していることを示す第１の値に等しく、前記第２の構文要素は、前記第
１の構文要素が前記参照ピクチャリストを生成するのに使用するため存在していないこと
を示す第２の値に等しいことを特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記第１の構文要素が存在しない場合、前記インデックスはゼロに設定されることを特
徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　前記長期参照ピクチャは、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストにおいて、それら
の長期参照ピクチャが前記ＤＰＢに格納されている順序で列記されることを特徴とする請
求項３０に記載の方法。
【請求項３４】
　ビデオ符号化装置であって、
　復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）から参照ピクチャの一時的順序付けリストを生成する
よう構成されたプロセッサであって、当該一時的順序付けリストは、
　　前記ＤＰＢにあって、現在符号化されている現在のピクチャに対する参照ピクチャで
あって、前記現在のピクチャよりも時間的に前にあるものが、前記現在のピクチャからの
時間的距離によって順に列記された、参照ピクチャ、
　　次いで前記ＤＰＢにあって、前記現在のピクチャに対する参照ピクチャであって、前
記現在のピクチャよりも時間的に後にあるものが、前記現在のピクチャからの時間的距離
によって順に列記された、参照ピクチャ、
　　次いで前記ＤＰＢにあって、前記現在のピクチャに対する長期参照ピクチャ
　が順序付けられている、プロセッサを備え、
　前記プロセッサは、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストから参照ピクチャを選択
することによって参照ピクチャリストを生成するよう構成され、
　　前記参照ピクチャリストが変更されたリストとなることになるとき、前記プロセッサ
は、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストへのインデックスを生成し前記インデック
スをビットストリームへ符号化するよう構成され、
　　前記インデックスは、参照ピクチャの前記一時的順序付けリスト内で前記選択された
参照ピクチャを特定する
　ことを特徴とするビデオ符号化装置。
【請求項３５】
　前記参照ピクチャリストが前記変更されたリストとなることにならないとき、前記プロ
セッサは、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストから、第１の規定された数のエント
リまで順番にエントリを取得するよう構成されたことを含むことを特徴とする請求項３４
に記載のビデオ符号化装置。
【請求項３６】
　前記インデックスは、ゼロから前記ＤＰＢにおけるピクチャの数までの範囲にあること
を特徴とする請求項３４または３５に記載のビデオ符号化装置。
【請求項３７】
　前記インデックスは、第１の構文要素によって規定されることを特徴とする請求項３４
または３５に記載のビデオ符号化装置。
【請求項３８】
　前記プロセッサは、第２の構文要素を符号化するよう構成され、
　前記第２の構文要素は、前記第１の構文要素が前記参照ピクチャリストを生成するのに
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使用するため存在していることを示す第１の値に等しく、前記第２の構文要素は、前記第
１の構文要素が前記参照ピクチャリストを生成するのに使用するため存在していないこと
を示す第２の値に等しいことを特徴とする請求項３７に記載のビデオ符号化装置。
【請求項３９】
　前記第１の構文要素が存在しない場合、前記インデックスはゼロに設定されることを特
徴とする請求項３７に記載のビデオ符号化装置。
【請求項４０】
　前記長期参照ピクチャは、参照ピクチャの前記一時的順序付けリストにおいて、それら
の長期参照ピクチャが前記ＤＰＢに格納されている順序で列記されることを特徴とする請
求項３４に記載のビデオ符号化装置。
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